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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
便器と、被洗浄部に洗浄水を噴出する洗浄ノズルと、便座と、便蓋と、前記便座を温める
便座用発熱ヒータと、洗浄水を温める温水用発熱ヒータと、温度設定手段と、
該温度設定手段が高温の設定でありかつ節電モードであるとき、高温の設定値からα度下
げ、節電モードではないときは通常の高温の設定値となり、
該温度設定手段が低温の設定でありかつ節電モードであるとき、低温の設定値からβ度下
げるように設定され、節電モードではないときは通常の低温の設定値となる制御装置と、
該制御装置により前記温水用発熱ヒータあるいは便座用発熱ヒータの温度が制御されるこ
とを特徴とする人体局部洗浄装置。
ここで、上記αとβの絶対値の関係は｜α｜＜｜β｜。
【請求項２】
便器と、被洗浄部に洗浄水を噴出する洗浄ノズルと、便座と、便蓋と、前記便座を温める
便座用発熱ヒータと、洗浄水を温める温水用発熱ヒータと、温度設定手段と、
該温度設定手段が高温の設定でありかつ節電モードであるとき、高温の設定値からα度下
げ、節電モードではないときは通常の高温の設定値となり、
該温度設定手段が中温の設定でありかつ節電モードであるとき、中温の設定値からγ度下
げ、節電モードではないときは通常の中温の設定値となり、
該温度設定手段が低温の設定でありかつ節電モードであるとき、低温の設定値からβ度下
げるように設定され、節電モードではないときは通常の低温の設定値となる制御装置と、
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該制御装置により前記温水用発熱ヒータあるいは便座用発熱ヒータの温度が制御されるこ
とを特徴とする人体局部洗浄装置。
ここで、上記αとβとγの絶対値の関係は｜α｜＜｜γ｜＜｜β｜。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、洗浄ノズルを有した人体局部洗浄装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来より、人体局部洗浄装置に人体検知機能を持たせて、ヒータを付勢する人体局部洗浄
装置がある。この装置として、特開昭５８－２７５３５号公報がある。この装置は、省エ
ネを目的として、便座と、前記便座を加熱するヒータと、前記便座の使用を検出する便座
自動検出スイッチと、前記便座使用自動検出スイッチの作動時に前記ヒータを付勢する付
勢回路とで構成した便座暖房の温度制御装置が開示されている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、節電モードに切り替わった時（あるいは節電スイッチを押した時）に、下
がる温度が現在の温度設定に拘わらず、予め設定された一定温度のため、節電時に使用者
が便座に座った場合や温水洗浄を使用した際に、その季節等の条件により、節電中である
のに、便座や温水が温かい又はいくら節電中といっても、冷たすぎるといった感覚をもっ
てしまうことがある。
【０００４】
本発明は、節電モード時に下げる温度を一律ではなく、ユーザーが設定した設定温度に応
じてその下げ幅を変えることで、節電中にユーザーが使用しても不快感を与えることなく
、節電効果を得られる人体局部洗浄装置を提供するものである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
上記技術的課題を解決するために、本発明の請求項１において講じた技術的手段（以下、
第１の技術的手段と称する。）は、
便器と、被洗浄部に洗浄水を噴出する洗浄ノズルと、便座と、便蓋と、前記便座を温める
便座用発熱ヒータと、洗浄水を温める温水用発熱ヒータと、温度設定手段と、
該温度設定手段が高温の設定でありかつ節電モードであるとき、高温の設定値からα度下
げ、節電モードではないときは通常の高温の設定値となり、
該温度設定手段が低温の設定でありかつ節電モードであるとき、低温の設定値からβ度下
げるように設定され、節電モードではないときは通常の低温の設定値となる制御装置と、
該制御装置により前記温水用発熱ヒータあるいは便座用発熱ヒータの温度が制御されるこ
とを特徴とする人体局部洗浄装置である。
【０００６】
ここで、上記αとβの絶対値の関係は｜α｜＜｜β｜。
【０００７】
上記第１の技術的手段による効果は、以下のようである。
【０００８】
即ち、節電モード時に下げる温度を一律ではなく、ユーザーが設定した設定温度に応じて
その下げ幅を変えることで、節電中にユーザーが使用しても不快感を与えることなく、節
電効果を得られるといった効果を有する。
【０００９】
上記技術的課題を解決するために、本発明の請求項２において講じた技術的手段（以下、
第２の技術的手段と称する。）は、
便器と、被洗浄部に洗浄水を噴出する洗浄ノズルと、便座と、便蓋と、前記便座を温める
便座用発熱ヒータと、洗浄水を温める温水用発熱ヒータと、温度設定手段と、
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該温度設定手段が高温の設定でありかつ節電モードであるとき、高温の設定値からα度下
げ、節電モードではないときは通常の高温の設定値となり、
該温度設定手段が中温の設定でありかつ節電モードであるとき、中温の設定値からγ度下
げ、節電モードではないときは通常の中温の設定値となり、
該温度設定手段が低温の設定でありかつ節電モードであるとき、低温の設定値からβ度下
げるように設定され、節電モードではないときは通常の低温の設定値となる制御装置と、
該制御装置により前記温水用発熱ヒータあるいは便座用発熱ヒータの温度が制御されるこ
とを特徴とする人体局部洗浄装置である。
【００１０】
ここで、上記αとβとγの絶対値の関係は｜α｜＜｜γ｜＜｜β｜。
【００１１】
上記第２の技術的手段による効果は、以下のようである。
【００１２】
即ち、節電モード時に下げる温度を一律ではなく、請求項１記載の効果よりも、よりきめ
細かく、ユーザーが設定した設定温度に応じてその下げ幅を変えることで、節電中にユー
ザーが使用しても不快感を与えることなく、節電効果を得られるといった効果を有する。
【００１３】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施例について、図面に基づいて説明する。
【００１４】
本例の人体局部洗浄装置１は、図１に示すごとく、温水洗浄手段６と温風乾燥手段とを有
する本体１０と、本体１０に設けた本体スイッチパネル２とよりなる。
【００１５】
上記各手段は本体スイッチパネル２により操作できるように構成してある。上記本体１０
は、洗浄ノズル６１、６２等よりなる温水洗浄手段６、温風乾燥手段（図示略）を有して
いる。また本体１０は、便座８１、便蓋８２を備え、陶器製便器８３の上方に配置してあ
る。
【００１６】
また、本体１０の側部上面には、上記本体スイッチパネル２を配置してある。
【００１７】
本体スイッチパネル２は、肛門洗浄、ビデ洗浄、温風乾燥等の作動をストップさせるスト
ップボタン２０、肛門洗浄用操作ボタン２１、ソフトな洗浄が可能なソフト肛門洗浄用操
作ボタン２９、ビデ洗浄用操作ボタン２２、温風を吹き出させるドライボタン２３が配設
されている。
【００１８】
また、便座の温度の高さを調整するための便座ボタン３０、シャワー等の水温を調整する
温水ボタン３１が配置されている。さらに、図示されていないが、洗浄の広がりを調整す
るためのワイド洗浄入／切ボタン、洗浄位置前進ボタン、その後退ボタンが配設されてい
る。また、洗浄強さを調整する強、弱ボタンからなる洗浄強さボタン、また人体の有無を
検知する人体検知センサＳが本体１０の側部上面に配設されている。さらに図示しないが
、後述する前記温水用発熱ヒータあるいは便座用発熱ヒータの付勢を選択可能とするスイ
ッチボタンを人体局部洗浄装置に備えている。それゆえ、通常モードから節電モードへの
切り換え（あるいは逆）を選択可能とすることができる。
【００１９】
便蓋８２と便座８１の回動部周辺には、便蓋８２と便座８１の同軸上となり、少なくとも
便蓋８２と結合しているシャフト２０１には、自動開閉装置２００が配設されている。こ
の自動開閉装置２００は人の有無を検知して便蓋８２を開状態にしたり、閉状態に作動さ
せる装置である。図２に示すように、この自動開閉装置のシャフト２０１には、抵抗体２
０４が配設されている。またこの抵抗体２０４と対向する位置に位置検知センサ２０２が
配設されている。シャフト２０１の回転により、抵抗体２０４と位置検知センサ２０２が
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離間したり相対向したりする。
【００２０】
なお、図２は図１の自動開閉装置２００を概念的に表わした図であるが、この位置検知セ
ンサ２０２と抵抗体２０４は具体的には、図３のようにシャフト２０１の軸方向からみた
図に示すように、ギヤＧに固定されたブラシＢが位置検知センサに相当するポテンション
基板２０２の抵抗体２０４上をスライドすることにより、マイコンへの信号が閉位置で０
Ｖから開位置で５Ｖまでリニアに変化する。この信号で便蓋の自動開閉動作をマイコンに
て制御する。
【００２１】
つまり、出力軸になるシャフト２０１が人体の有無を検知して自動的に便蓋が開作動する
。このとき、シャフト２０１が回動するため、位置検知センサ２０２と抵抗体２０４が離
間するため、マイコンへの信号が０Ｖから５Ｖに変化する。
【００２２】
図４は本発明の便蓋の開閉を検知する位置検知センサ２０２、マイコンＭ、便座用発熱ヒ
ータＨ１、温水用発熱ヒータＨ２のブロック図である。マイコンＭは人体局部洗浄装置の
コントロール基板の中に配設されている。このブロック図より、便蓋位置検知センサ２０
２が便蓋８３の開閉状態を検知し、便蓋位置検知センサ２０２からの信号がマイコンＭに
取り込まれ、マイコンＭが出力するＯＮ・ＯＦＦ信号にて便蓋ヒータＨ１、温水ヒータＨ
２をＯＮ・ＯＦＦする。
【００２３】
図５はマイコンＭのフローチャート図である。
【００２４】
温度設定を高温の設定を行う（Ｐ１）を行い、節電モードに切り替わっている（Ｐ４）と
き、（高温の設定値－２度）の温度で便座ヒータＨ１あるいは温水ヒータＨ２を制御（Ｐ
１０）する。
【００２５】
節電モードでない場合は、通常の高温の設定値で制御（Ｐ７）するように便座ヒータＨ１
あるいは温水ヒータＨ２を制御する。
【００２６】
次に、温度設定を中温の設定を行う（Ｐ２）を行い、節電モードに切り替わっている（Ｐ
５）とき、（中温の設定値－５度）の温度で便座ヒータＨ１あるいは温水ヒータＨ２を制
御（Ｐ１１）する。
【００２７】
節電モードでない場合は、通常の中温の設定値で制御（Ｐ８）するように便座ヒータＨ１
あるいは温水ヒータＨ２を制御する。
【００２８】
さらに、温度設定を低温の設定を行う（Ｐ３）を行い、節電モードに切り替わっている（
Ｐ６）とき、（中温の設定値－１０度）の温度で便座ヒータＨ１あるいは温水ヒータＨ２
を制御（Ｐ１２）する。
【００２９】
節電モードでない場合は、通常の低温の設定値で制御（Ｐ９）するように便座ヒータＨ１
あるいは温水ヒータＨ２を制御する。
【００３０】
本発明は上記のようなフローチャートからなる制御装置を有するので、節電モード時に下
げる温度を一律ではなく、ユーザーが設定した設定温度に応じてその下げ幅を変えること
で、節電中にユーザーが使用しても不快感を与えることなく、節電効果を得られるといっ
た効果を有する。
【００３１】
なお、使用者が人体局部洗浄装置から離れたとき、便蓋８３は自動的に閉へ回動するため
、便蓋位置検知センサ２０２と抵抗体２０４が近接するため、便座用発熱ヒータＨ１、温
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【００３２】
本発明の実施例では、自動開閉装置２００により、使用者が人体局部洗浄装置の前に立っ
たときに、自動的に便蓋８２が開回動する実施例にて説明したが、自動開閉装置がない人
体局部洗浄装置においても適用できる。つまり、手動で便蓋を開いたときでも、適用でき
る。
【００３３】
また、本発明の実施例では、便座用発熱ヒータと温水用発熱ヒータ両方が節電モードから
通常モードに切り替わる実施例を示したが、便座用発熱ヒータあるいは温水用発熱ヒータ
のいずれか一方が備わっている人体局部洗浄装置でも適用できる。
【００３４】
また、本発明の実施例では、位置検知センサをシャフトの回動により、検知していたが、
便蓋が開閉することを検知する他の検知手段でも適用できる。
【００３５】
さらに、本発明の実施例では、便蓋の閉回動により、温水用発熱ヒータあるいは便座用発
熱ヒータが節電される実施例で説明したが、人体検知により、節電される装置でもよい。
【００３６】
【発明の効果】
本発明は、以下の如く効果を有する。
【００３７】
即ち、便器と、被洗浄部に洗浄水を噴出する洗浄ノズルと、便座と、便蓋と、前記便座を
温める便座用発熱ヒータと、洗浄水を温める温水用発熱ヒータと、温度設定手段と、該温
度設定手段が高温の設定でありかつ節電モードであるとき、高温の設定値からα度下げ、
節電モードではないときは通常の高温の設定値となり、該温度設定手段が低温の設定であ
りかつ節電モードであるとき、低温の設定値からβ度下げるように設定され、節電モード
ではないときは通常の低温の設定値となる制御装置と、該制御装置により前記温水用発熱
ヒータあるいは便座用発熱ヒータの温度が制御されることを特徴とする人体局部洗浄装置
（ここで、上記αとβの絶対値の関係は｜α｜＜｜β｜。）であるので、節電モード時に
下げる温度を一律ではなく、ユーザーが設定した設定温度に応じてその下げ幅を変えるこ
とで、節電中にユーザーが使用しても不快感を与えることなく、節電効果を得られるとい
った効果を有する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の人体局部洗浄装置の全体斜視図
【図２】本発明の自動開閉装置の斜視図
【図３】自動開閉装置の軸方向からみた図
【図４】本発明のブロック図
【図５】本発明のフローチャート図。
【符号の説明】
８３…便器
６１…洗浄ノズル
６２…洗浄ノズル
８１…便座
８２…便蓋
Ｈ１…便座用発熱ヒータ
Ｈ２…温水用発熱ヒータ
２０２…検知センサ（位置検知センサ）
１０…本体
Ｍ…マイコン（制御装置）
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